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1  は  し  め  に

前報で述べたような間作方式A,32方式が検討され
,

播種作業は各々に適する機械が開発 されている。 また
,

小麦の収穫には市販の自脱コンバインが供試できる。間作

A方式は小麦収穫に刈幅60"の 2条刈り自脱コンバインが

走行 しうるよう専用畦間
'5mを

空けておく方式なので,既
に間作され出芽している大豆を踏圧・損傷させる懸念はな

い。間作B方式は小麦 大豆共に条間60mの慣行に近い栽

植様式となっており, 4条刈り自脱コンバインを供試する

ため 1条おきに大豆を踏庄 しながら,小麦の収穫を行う方

式である。したがって,間作方式による安定多収栽培法と

共に,B方式による踏圧大豆の損傷回復について検討 し
,

成果を得たので報告する。

2試 験 方 法

〔試験 1〕 コンバインの大豆踏圧と収量性

間作方式のコンバインによる踏圧損傷の実態とそれに基

づく摘Tな間作期間を知るため,昭和58年に表 1の実験を

行い,大豆損傷は図 1の 4段階に分けて調査した。

表 1 採用した因子と水準

品  種 ワセスズナリは早生) +zi./e / (cc,ah) (2水準)

幡種時期
(間作期間)

6月 10日

(30日 間 )

6月 16日

(2,日 間 )

6月 23日

(20日 間 )

6月 30日

(10日 間 ) (4水準 )

注 1)前 作小麦収穫は7月 13日 に 4条刈自脱コンバインで実
施 した。

2)栽植密度は播種期が遅れるにしたがって多 くした。
3)標準区は 5月 19日 ,整地播きとした。
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図 1 自脱コンバインの踏圧による大豆損傷の区分

〔試験 2〕 安定多収栽培法

間作大豆の多収に有効な要因のスクリーニングと特にB
方式のコンバイン踏圧大豆の:賂回復経過を明らかにする

ため,間作A方式 ,B方式ごとに諸要因をL8(27)水 準

系直交表に割りつけ,標準として大麦 小麦後整地播大豆

区も設けた。

表 2 多収要因のスクリーニング試験
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水 準 採力:し た要因 標準区
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3試 験 結 果

に)コ ンバインの大豆踏圧と収量性 : 図2に 示すよう

に,間作期間が20日 より長い区では大豆の主茎長が高いた

めコンバインの刈取部をあげて収穫せぎるをえないので
,

小麦の扱ぎ残しが多発し,レ シプロ刃による切断も発生し

やすい。これらの結果から大豆主茎長が15m以下,間作期

間は 2週間程度であれば,曲がりと折損のみの比較的軽微

な損傷ですむものと判断された。これらの被害程度を推定

する一指標として,大豆主茎の最大曲げモーメント値の寄

与率から判定しても間作期間を短縮することによって損傷

被害を回避するのが有効であることが判った (データ省

略 )。 FBI作 してコンバインに踏庄された大豆の収量性は
,

播種日の同じ単作区と比較してもほぼ同等で一部上回る場

合もみられたが,こ れは間作区の播種密度が高かったため

であると考えられ,踏圧による被害は栽植密度や施肥法等

他の栽培要因でカバーしうると推定された。

12)損傷回復経過 : 多収要因のスクリーニング試験よ
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り,踏圧大豆の損傷回復経過を表 3に整理したが,こ の試

験でもコンバイン踏圧による切断損傷発生率は,2%で
,

踏圧区は物理的な屈曲で草丈 ‐主茎長ともに低くなる。し

たがって初期の車勢や″当たり茎葉重が小さい等踏圧直後

の生育は劣る。しかし生育中期以降に施肥法 (11条施肥 )

とその交互作用が強く作用して 〔例えば稔実爽数の場合に

側条施肥の効果が18+交互作用19-37>踏 圧区25),″
当たり粒数のステージになると無踏圧区と大差がなくなっ

て,収量や収量構成要素までに影響を及ぼさない。踏圧の

影響は生育の初期に止まり,踏圧区は298′ /″ ,無踏圧

区は311タ ノ″の収量が期待できる。
図2 コンバイン踏圧による大豆の

損傷程度 (数字は%)

なお,コ ンバイン踏圧に似た処理として,昭和35年ころ

大分県で大豆の倒伏栽培が行われており,こ れは生育旺盛

な大豆を人為的に整然と倒伏させて過繁茂,蔓化を防ごう

とするものであり,ま た最近では,北海道農試畑作部で平

表 5 多収に寄与する栽培管理要因

滑ローラで踏庄処理した大豆でも収量は大差ないという成

績もだされている。なお,コ ンバインで踏圧された大豆は

茎基部から再度屈起して生育する。

3)安定多収栽培法 : 麦跡大豆の安定多収のための主

要栽培要因をスクリーニングした試験の結果,生育期間の

短い晩播大豆なので多収に寄与する栽培管理要因の組合せ

は単純であり,表 4の分散分析表と表 5の総括表を得た。

これらより,6月 下～ 7月 上旬の小麦立毛中に中播きす

る大豆作は,生育期間が短いために品種選択がより重要と

なり,早生で間作期間中に徒長しない品種を密播にしてよ

り肥効の高い■1条施肥を採用すれば,整地播大豆にはぼ匹

敵する収量を得ることができる。

表 3 間作 B方式における踏圧処理の影響

要 因

生育時 収 穫 時 調 査

8月 18日
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表 4 大豆子実収量への要因寄与率

要    因
(2水 準 )

整地播 (標準区 ) 間 作 大 豆

大麦跡大豆 小麦跡大豆 間 作 間 作

種 42** 85**

栽 植 密 度 19* 6

施 肥 法 29*(側条施llB) 16(側条施肥 )

施 肥 量

培 土

熔 燐

吉 土 石 灰

踏 圧 6

交 互 作 用
(栽植密度×施肥法 )

29*
(品種×栽植密度 )

14

e  (誤 差 ) 15 13

期待収量 (′ /″ 〉

平均収 量 (夕 /″ ) 301 (踏圧区のみ 298)
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